
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスカラー 

１組 ２組 ３組 

赤 青 黄 

 

第４１回 木曽中学校 体育祭 

〒１９４－００３１ 町田市南大谷１３２７  
HP URLht tp://www.machida -tky.ed. jp/ j-machida2/  

 
「つ む ぐ」 

副校長  古怒田 幸一  

 ４年ぶりに、全学年参加、保護者の人数制限もない体育祭の再開は、当たり前の日常の大切

さを感じたすばらしいものとなりました。雨で５月２４日（水）に順延になりましたが、当日

は快晴で湿度も低く、絶好の体育祭日和になりました。あらためまして、４００名以上の保護

者の皆様のご来校、誠にありがとうございました。また、近隣の皆様には、音楽、声援が響く

中、体育祭にご協力いただき誠にありがとうございます。ＰＴＡの皆様方は、生徒への飲み物

の差し入れ、ご来賓への対応、駐輪場への案内等、本当にありがとうございました。  

 生徒の皆さん、体育祭の全面再開、本当によかったですね。ただ、知っておいてほしいのは

生徒の皆さんの頑張りだけでは体育祭は成り立たないということです。ＰＴＡをはじめ、保護

者の皆様や近隣の皆様のご協力があっての体育祭です。今回は生徒全員がテントに入り、熱中

症対策がとられました。これはボランティアコーディネーターが地域の自治会からテントを借

りる交渉をしてくれたこと、さらに用務主事が車でテントを運搬してくれたことにより実現し

ました。生徒の皆さんもテント張り・片づけに尽力してくれましたが、こうした陰の支えがあ

ったことに感謝してください。また、近隣の皆様の中には、夜に仕事をして朝、ようやく就寝

という方もいます。就寝中に体育祭の音楽や声援はけっしてうれしいことではありません。そ

ういう近隣の皆様のご協力・ご理解があって体育祭が成り立っているということを忘れないよ

うにしてください。この体育祭をとおして、生徒の皆さんは、一本の糸となり、「つむぐ」こ

とができました。さらに「人と人との繋がりを深め、後進へ体育祭を引き継ぐ」という目標も

達成に近づくことができたと思います。また、生徒・保護者・地域・ボランティアコーディネ

ーター・用務主事・事務主事・教員が一本の糸となり、「つむぐ」ことができたという意味も

あるのではないかと思います。  

当日は、グランドコンデションの関係でスタートとゴールの位置の変更等がありましたが、

大きな事故もなく、無事一日を終えることができました。学校行事で、子供たちは様々な経験

をとおして成長していきます。今後も、できないとあきらめるのではなく、「どうすればでき

るか」を考えながら教育活動を進めてまいります。引き続き、ご支援のほどよろしくお願いい

たします。  

 

体育祭予行 令和５年５月１７日（水） 

 木曽中の体育祭は生徒会種目、力自慢リレーというめずらしい

種目があります。時間がオーバーしないように体育祭をスムーズ

に運営するには予行は大切な行事です。時間がオーバーしてしま

うと、生徒も教員も集中力に支障をきたしたり、帰る時間も遅く

なってしまいます。体育祭実行委員をはじめ、係生徒が自分の役

割を確認し、時間どおりに進めることで、引き締まった体育祭が

実現できます。つまり、予行は体育祭の大切な一部なのです。生

徒の皆さんは、暑い中、教員に見守られながら、スムーズに予行

を行ってくれました。  

本校の教育目標：「知性を磨き」「意志を鍛え」「健康な心とからだをつくる」 
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生徒会種目も木曽中名物。フラループリレー形式

で、その中にクイズあり、借り物競争ありとバラエテ

ィに富んだ競技です。障害物走は体育祭の定番。スピ

ードのみならず器用さが求められます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年  ２年  ３年  

優勝 １組  ３組  １組  

 

 透き通るようなスカイブルーの空に恵まれた体育祭当日！  

開会式  準備体操  ３年円陣  

 シンプルな競技ですが、着実に得点を重ねること

が大切な１００ｍ走。木曽中名物の力自慢リレーは

重さ２０㎏の俵を持って、コーンを回るハードな競

技。力とスピードが勝敗を左右します。 

 女子１０００ｍ、男子１５００ｍの長距離

走。長距離を走るにはペース配分が不可欠で

すが、中距離に近い長距離なのでラストスパ

ートが勝敗の鍵を握ることがあります。 

１００ｍ走 

 

女子１０００走 

 

力自慢リレー  

全員リレーはクラス全員が１回は必ず走る字のごとく全員参

加のリレー。男女の組み合せもポイントの一つ。各クラスが体

育祭実行委員を中心に知恵をしぼって、いかに速く走れるか試

行錯誤を繰り返していました。  

各学級から選ばれた選手による学級選抜リレー。走力に

大きな差はないので、バトンの受け渡しが勝敗を分けるポ

イントになることがあります。必ずしも練習での結果が、本

番と同じにはならないのがリレーの醍醐味です。  

１年台風の目  

全員リレー 

 

 多くの学校で広く行われている「大縄跳び」。回し手

と跳び手が呼吸を合わせるのがポイントの一つ。また、

跳び手を半分に分け、回し手と対面し、足を線に揃えて

跳ぶと跳びやすいのではと思いました。  

生徒会種目  

大縄跳び  

学級選抜リレー 

 

閉会式  

男子１５００走 

 

障害物走  

２年いかだ流し  ３年大ムカデ競争  

優勝  １組  

 

１６時過ぎに終了した体育祭。斜陽の中、結果発表が行われました。互いの健闘にエールを！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回学校運営協議会報告 

 第１回学校運営協議会が５月１２日（金）１５時３０分から１６時３０分まで本校図書室

にて、開催されました。  

出席者：竹島会長 石川委員 兼子委員、浅沼委員 古怒田副校長 近藤生活指導主幹  

村上進路指導主幹 田向教務主任  

 初回ということもあり、まずは自己紹介を行い、主に学校経営方針について、意見が交わ

されました。教育目標は「知性を磨き、意志を鍛え、健康な心とからだをつくる」で承認さ

れ、如何にしてそれを具現化するかが争点となりました。そのためには、教員が自らの役割

を自覚し、使命を全うし、「チーム木曽」として組織的に生徒の指導にあたることが大切で

あるという意見が、委員からも教員からも出されました。教員が Sense（感覚）、Mission（使

命）、Action（行動）、Passion（情熱）を駆使して、生徒と向き合い「当たり前のことを当た

り前に行う生徒」を育成する。そのために生徒理解を図り、学習の基礎・基本の徹底、行事の

活性化、部活動の充実に一層尽力してほしいという意見も出されました。ただし、教員の「働

き方改革」も社会問題となっており、「木曽塾」の運営等には協力します。無理せず地域に頼

めることは頼んでほしいという意見も出されました。  

 本校の教育活動については、体育祭が近くなっているので、けがには十分注意を払い、け

がが起こりそうな場面を事前に予測し、危険物は撤去する等、安全に配慮してほしいと助言

していただきました。体育祭ではＰＴＡも駐輪場の案内や生徒への飲み物の提供、来賓の接

待等、全面的に協力します。９月に引取訓練は、校庭で行う方が現実的ではないかという意

見が出されましたが、熱中症の心配から校舎内での引取訓練となりました。  

 委員からは、保護者への要望として、保護者も想像力を豊かにして学校に対しても柔軟に

見守ってほしいです。生徒たちには、体育祭もそうですが、上級生が下級生の手本となり、

木曽中を引っ張ってほしいです。生徒同士の方がお互い響くという意見が出されました。  

・次回の第２回学校運営協議会：７月１４日（金）１５時３０分から１６時３０分（図書室） 

表彰 

      ５月１０日（水）の４校時に生徒総会が開催されました。生徒総会は国に例え

れば国会に あたる場です。つまり、各委員会で話し合われ、活動方針・計画が書かれ議案

書が提案され、それを承認する場です。「国会は唯一の立法機関」として国の法律を決めて

いる機関です。そういう意味で生徒総会は議決機関であり、生徒の皆さんが委員会の方針・

計画を承認したからには、責任が伴います。各委員会から出された議案書をもう一度確認し

てください。  

町田市春季大会 女子ソフトテニス 団体 第３位  

町田市青少年の日スポーツ大会 ソフトテニス中学生女子の部  準優勝 ３年生ペア  

生徒総会  

教育実習生からのメッセージ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の主な行事予定 

6 月 1 日（木） 都学力調査（２） 6 月 15 日（木） 都学力調査（１） 

6 月 2 日（金） 尿検二次予備日 6 月 16 日（金） ⑥カット 部活動 14:50～17:00 

6 月 5 日（月） 全校朝会 安全指導 6 月 19 日（月） 避難訓練 

6 月 6 日（火） 開校記念日（平常授業） 6 月 21 日（水） 定期考査一週間前 

6 月 7 日（水） 常任委員会 内科検診（３） 6 月 22 日（木） 湧志自学塾（22.23.26.27） 

6 月 8 日（木） 中央委員会 6 月 23 日（金） 笑顔と学びの体験活動プロジェクト（⑤⑥） 

6 月 9 日（金） 第１回進路説明会（３） 6 月 28 日（水） 定期考査（保体・技家・美） 

6 月 12 日（月） 生徒朝会 学力テスト（３） 小中合同研修会（④⑤カット）  6 月 29 日（木） 定期考査（英・国・音） 

6 月 13 日（火） 学力テスト（３） 6 月 30 日（金） 定期考査（数・社・理） 

 

〇心あたたまる話：以前に日本ユニセフ協会の募金用の封筒を配布したら、何も呼びかけをし

ないのに３人の生徒が募金に協力してくれました。世界には十分な食料や水が得られずに死

に至る子供たちがいます。また、戦禍の中を一生懸命生きようと努力している人がいます。そ

ういう人たちに「何か自分にできることはないか？」と思いをはせることができる人は、人の

苦しみを自分のことのように感じられる素晴らしい人です。お預かりした募金は日本ユニセ

フ協会に責任をもって送らせていただきます。ありがとうございました。  

〇笑顔と学びの体験活動プロジェクト：６月２３日（金）、女子バスケットボール元日本代表 

２０２０東京オリンピック銀メダリスト 三好 南穂さんが来校し、講演等を行ってくれます。 


